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第
四
三
三
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）（
吟
行
：
井
の
頭
公
園 

句
会
：
武
蔵
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

佐
藤
た
だ
し
げ 

在
間
千
恵 

 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏 

星
田
啓
子 

山
田
け
い
子 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子(

新
人) 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
点 

 

白
鷺
の
浅
瀬
に
佇
ち
て
塑
像
め
く 

 
 

孤
舟 

（
紀
・
千
・
恵
・
敏
・
ゆ
・
允
・
昇
・
啓
・
規
・
け
） 

 

八
点 

◎
山
際
は
未
だ
暮
れ
や
ら
ず
栗
の
花 

     
康
敏 

 
(

紀
・
〇
孤
・
恵
・
清
・
允
・
○
啓
・
び
・
三
） 

リ
モ
ー
ト
や
炭
酸
水
の
独
り
言 

 
 
 
 

正
明 

 
(

紀
・
〇
忠
・
五
・
と
・
清
・
敏
・
啓
・
○
亜
） 

ゴ
イ
サ
ギ
の
沈
思
黙
考
五
月
闇 

 
 
 
 

啓
子 

 
（
紀
・
忠
・
五
・
健
・
堂
・
亜
・
天
・
盛
） 

 

七
点 

 

緑
蔭
や
足
の
食
み
だ
す
ベ
ビ
ー
カ
ー 

 
     

孤
舟 

  

（
紀
・
〇
と
・
○
恵
・
○
堂
・
正
・
昇
・
規
） 

葉
桜
や
も
う
す
ぐ
出
来
る
さ
か
あ
が
り  

 

と
み
子    

（
千
・
恵
・
清
・
敏
・
康
・
天
・
け
） 

母
偲
び
妻
の
伽
羅
蕗
灘
二
合 

 
 
 
 
    

堂
哉 

 

（
紀
・
健
・
孝
・
○
龍
・
清
・
昇
・
盛
） 

緑
濃
き
庭
の
巣
箱
に
卵
三
つ 

 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
五
・
敏
・
隆
・
び
・
天
・
盛
） 

三
井
寺
の
鐘
の
音
の
せ
て
青
葉
風 

 
 
 
 

け
い
子 

 

（
そ
・
紀
・
堂
・
ゆ
・
允
・
び
・
昇
） 

 

六
点 

◎
羅
や
真
砂
女
と
な
れ
ず
句
を
作
る 

 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
孤
・
健
・
千
・
康
・
三
） 

 
 
 
 

 

五
点 

◎
山
法
師
そ
ば
に
は
な
子
の
住
し
家 

 
 
    

忠
彦    

（
紀
・
孤
・
五
・
正
・
け
） 

青
葦
に
隠
る
る
浮
巣
水
澄
め
る 

 
 
 
 

  

五
郎
太 

 

（
龍
・
ゆ
・
び
・
啓
・
〇
盛
） 

ピ
ア
ノ
掛
け
白
き
に
替
へ
て
夏
は
じ
む 

   

と
み
子 

 

（
紀
・
龍
・
清
・
隆
・
啓
） 

青
葉
の
オ
ゾ
ン
肺
い
っ
ぱ
い
に
退
院
す 
 
 

 

恵
洲 

    

（
紀
・
と
・
康
・
〇
允
・
天
） 

関
取
に
眼
鏡
の
付
き
人
風
薫
る 

 
 
 
 
 

  

仝 
 

 

（
紀
・
と
・
康
・
亜
・
三
） 

◎
あ
め
ん
ぼ
の
水
輪
重
な
る
井
の
頭 

 
 
 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
孤
・
た
・
堂
・
隆
） 

 

四
点 

 

葉
桜
や
病
と
共
に
喜
寿
と
な
り 

 
 
 
  

 

忠
彦  

 

（
紀
・
五
・
た
・
孝
） 

◎
落
し
文
な
き
か
と
探
す
井
の
頭 

 
  

 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
孤
・
孝
・
亜
） 

猿
山
に
玩
具
つ
る
せ
る
五
月
か
な 

 
 
  

 
 

仝 
  

（
紀
・
健
・
恵
・
三
） 

◎
広
き
海
の
い
ず
こ
に
御
霊
卯
波
立
つ 

 
 
  

健
介 

  

（
○
そ
・
紀
・
孤
・
堂
） 

走
り
梅
雨
島
影
烟
る
瀬
戸
の
島 

 
 
 

  

た
だ
し
げ 

   

（
紀
・
康
・
ゆ
・
び
） 

老
鶯
の
鳴
く
音
求
め
て
林
間
に 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

  

（
そ
・
紀
・
國
・
び
） 

木
漏
れ
日
に
ひ
っ
そ
り
寄
り
添
う
山
つ
つ
じ 

 

國
護 

  

（
そ
・
紀
・
た
・
孝
） 

 
 
 
 

短
調
の
楽
の
音
沁
む
夜
百
合
香
る 

 
 
 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
敏
・
ゆ
・
正
） 
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三
点 

 

自
力
で
は
剥
け
ぬ
夏
柑
好
物
な
り 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
〇
孝
・
天
） 

草
笛
を
吹
い
て
希
望
を
膨
ら
ま
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
允
・
〇
正
） 

広
重
の
絵
の
ご
と
初
夏
の
須
磨
の
浦 

 
 
  

  

健
介 

 
 

（
そ
・
紀
・
昇
） 

目
に
す
る
は
緑
の
み
な
り
井
の
頭 

 
 
 
     

千
恵 

 
 

（
紀
・
隆
・
盛
） 

◎
め
ず
ら
し
や
北
の
漁
場
に
鰊
群
来
（
く
き
） 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
○
孤
・
〇
健
） 

 

朝
凪
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瀬
戸
の
海 

 
 
 

   
 
 

仝 
 

  

（
紀
・
敏
・
國
） 

テ
ー
ブ
ル
に
文
庫
本
伏
せ
新
茶
汲
む 

 
 
 
  

康
敏 

 
 

（
紀
・
龍
・
規
） 

兄
弟
で
ピ
ア
ノ
連
弾
こ
ど
も
の
日 

 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
(

そ
・
堂
・
國
） 

 
 
 
 

青
葉
風
朱
塗
り
の
社
空
に
映
え 

 
 
 
 
 

  

ゆ
た
か 

 
  

（
紀
・
千
・
規
） 

緑
風
を
身
体
に
ま
と
い
橋
に
立
つ 

 
 
 
  

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
け
） 

 
 
 
 

万
緑
や
ひ
と
り
老
い
た
る
朴
大
樹 

 
 
 
 

   

び
ん 

   

（
紀
・
千
・
ゆ
） 

石
山
の
遠
見
の
猿
や
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
亜
） 

 
 
 
 

薄
暑
光
昼
の
梟
刮
目
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

仝 
 

  

（
〇
紀
・
健
・
啓
） 

母
の
忌
に
勿
忘
草
を
供
へ
け
り 

 
 
 
 
  

 
 

昇 
 
 

（
紀
・
忠
・
規
） 

 

ク
レ
マ
チ
ス
濃
き
紫
に
魅
入
ら
れ
り 

 
 
 
  

亜
也 

 
 

（
紀
・
敏
・
隆
） 

犬
同
士
挨
拶
さ
せ
る
夏
の
朝 

 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 
(

紀
・
孝
・
龍) 

 
 
 

 
 

五
月
来
る
誕
生
祝
い
は
足
ま
く
ら 

 
 
 
 
  

天
牛 

  

（
紀
・
龍
・
三
） 

◎
万
緑
や
池
を
見
お
ろ
す
レ
ス
ト
ラ
ン 

 
 
 

  

け
い
子 

   

（
紀
・
孤
・
康
） 

万
葉
の
宴
を
し
の
ぶ
柿
の
葉
ず
し 

 
 
 
 
   

盛
雄 

 
 

（
紀
・
國
・
昇
） 
 
 

何
か
に
と
心
の
揺
る
る
余
花
の
雨 

 
 
 

          

仝 
   

（
紀
・
千
・
啓
） 

 
 
 
 

 

二
点 

 

夏
近
し
ボ
ー
ト
乗
り
場
に
人
の
列 

 
 
     

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
隆
） 

◎
楠
公
も
平
和
祈
念
像
も
風
薫
る 

 
    

          

紀
久
男 

 
 

（
孤
・
○
五
） 

 
 
 
 
 
 
 

右
近
ら
の
「
白
波
五
人
男
」 

     
   

活
き
の
い
い
若
手
颯
爽
初
夏
芝
居 

 
 
      

 

仝 
 
 

（
と
・
正
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
棒
線
グ
ラ
フ
山
滴
る 

 
 
 
 
   

孤
舟 
  

（
紀
・
と
） 

 
 
 
 
 

軒
下
の
零
れ
さ
う
な
る
燕
の
子 

 
 
 
     

  

仝 
  

（
恵
・
允
） 

ふ
く
ろ
ふ
と
眼
を
合
は
せ
て
茂
み
中 

        
  

五
郎
太 

 
  

（
紀
・
敏
） 

緑
陰
に
風
の
抜
け
ゆ
く
吟
行
か
な 

 
     

  
 

仝 
 
 

（
紀
・
た
） 

万
緑
や
体
育
授
業
は
御
殿
山 

 
 
 
 

       
   

千
恵 

 
  

（
紀
・
三
） 

空
隠
し
そ
び
え
る
樹
々
の
青
葉
美
し 
 
 

          

仝 
 

  

（
紀
・
國
） 

読
経
せ
ば
若
葉
に
憩
う
蝶
小
鳥 
 
 
 
 

  
    

雅
夫 

   

（
紀
・
敏
） 

梅
雨
晴
間
梢
を
通
し
光
降
る 
 
 
 
 
 
      

仝  
 

（
紀
・
清
） 

バ
ラ
の
花
育
て
る
妻
の
愛
こ
も
る 

 
 
 

  
    

國
護 

   

（
紀
・
規
） 

甘
過
ぎ
ぬ
マ
ー
マ
レ
ー
ド
や
夏
来
る 

 
 
 

     

正
明 

   

（
紀
・
天
） 

◎
鉄
道
の
ジ
オ
ラ
マ
囲
む
子
供
の
日 

 
 
  

  
   

昇    

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 

髪
分
け
て
抜
け
る
風
あ
り
五
月
晴
れ 

 
 

  
    

啓
子   

 

（
紀
・
敏
） 

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
平
和
の
黄
色
か
な 

 
 
 

     

規
雄 

   

（
紀
・
五
） 

万
緑
や
老
婆
三
人
の
高
笑
い 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
  

（
恵
・
亜
） 

野
仏
の
美
し
き
顔
青
葉
闇       

 
 
 
   

け
い
子 

 
 

（
紀
・
た
） 

え
ご
の
花
す
と
ん
す
と
ん
と
落
ち
る
午
後 

     
 

亜
也       

（
紀
・
け
） 
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人
呼
べ
ず
間
引
く
筍
余
り
け
り 

 
 
 
 

  

亜
也 

 
 

      

（
紀
・
國
） 

静
雄
さ
ん
退
院
め
で
た
し
五
月
晴
れ 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
   

（
紀
・
正
） 

 

一
点 

 
〆
迫
る
麦
酒
お
に
ぎ
り
ほ
う
ば
り
て 

 
  

紀
久
男 

 
 
    

（
た
） 

 
 
 
 

散
髪
し
い
ざ
吟
行
に
初
夏
三
鷹 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

          

（
け
） 

輝
く
や
新
緑
の
風
遊
ぶ
子
等 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

   
         

（
紀
） 

新
緑
に
獣
も
麗
し
動
物
園 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

  

（
紀
） 

池
の
面
に
あ
ち
こ
ち
輪
描
く
あ
め
ん
ぼ
う 

 

千
恵 

 
 
 

   

（
紀
） 

紫
蘇
香
る
諸
手
に
は
さ
み
ポ
ン
と
打
つ 

 
 
 

仝 
 
 

   
 

（
紀
） 

鳰
（
か
い
つ
ぶ
り
）
素
も
ぐ
り
楽
し
む
初
夏
の
池 

た
だ
し
げ 

 
 

（
千
） 

目
に
し
み
る
青
葉
繁
れ
る
井
の
頭 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

   

（
紀
） 

男
の
子
一
人
四
代
続
く
端
午
か
な 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

   
 

（
紀
） 

石
楠
花
は
老
い
を
賞
ず
る
や
歌
い
お
り 

 
 

雅
夫 

 
 
 

   

（
紀
） 

湖
畔
べ
り
新
緑
写
り
波
静
か 

 
 
 
 
 

    

國
護 

  
   

   

（
紀
） 

 
 
 
 

夏
の
隠
沼
浮
き
上
が
り
こ
ぬ
か
い
つ
ぶ
り 

  
び
ん 

 
 
 
 

 

（
盛
） 

焼
き
そ
ば
を
鴉
が
狙
う
夏
木
立 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

   

（
紀
） 

葦
の
森
分
け
出
で
子
鴨
漁
覚
ゆ 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

   

（
紀
） 

弁
天
の
参
道
探
し
木
下
闇 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

   

（
紀
） 

苛
立
た
し
五
十
年
見
ゆ
沖
縄
忌 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

   

（
紀
） 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

十
点
句 

白
鷺
の
浅
瀬
に
佇
ち
て
塑
像
め
く 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
吟
行
の
成
果
を
採
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
吟
行
苦
手
の
選
者
は
吟
行
の
難
し
さ 

が
分
か
り
ま
す
の
で
、
敬
意
を
籠
め
て 

 

八
点
句 

山
際
は
未
だ
暮
れ
や
ら
ず
栗
の
花 

      

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
あ
の
青
臭
い
独
特
の
強
い
匂
い
を
遠
く
ま
で
漂
わ
せ
る
栗
の
花
が
、
夕
日
に
白
く 

輝
き
続
け
、
日
暮
れ
は
ま
だ
先
の
よ
う
だ
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ま
だ
暮
れ
切
ら
な
い
遠
い
山
際
と
独
特
の
匂
い
を
放
つ
す
ぐ
近
く
に
あ
る
栗
の
花 

の
取
り
合
わ
せ
が
い
い
で
す
ね
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
こ
う
し
た
景
を
句
に
出
来
た
ら
と
思
い
乍
ら
も
う
長
い
事
に
な
り
ま
し
た
。
動
き 

の
あ
る
措
辞
に
地
味
な
栗
の
花
を
合
わ
せ
ら
れ
、
山
や
森
の
生
き
も
の
が
一
日
の 

息
を
吐
き
、
夜
の
帳
が
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
十
年
以
前
の
吟
行
の
折
、
万
里
子
先
生
か
ら
栗
の
花
の
匂
い
に
つ
い
て
ご
感
想
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

述
べ
ら
れ
、
小
生
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
想
い
出
し
ま
し
た
。
次
点
に 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

リ
モ
ー
ト
や
炭
酸
水
の
独
り
言 

 
 
 
 

正
明 

 
 

     
     

忠
彦
さ
ん
・
・
・
洒
落
た
句
と
思
い
ま
し
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
リ
モ
ー
ト
に
も 

お
慣
れ
に
な
っ
た
様
子
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
で
の
業
務
。
キ
ー
ボ
ー
ド
の
音
と
、
画
面 
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を
睨
ん
で
い
る
と
き
に
ふ
と
気
づ
い
た
プ
チ
プ
チ
と
い
う
炭
酸
の
爆
ぜ
る
音
。
そ 

れ
を
独
り
言
と
捉
え
た
感
性
。
内
面
を
映
す
よ
う
な
感
じ
す
ら
す
る
よ
う
で
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
プ
ツ
プ
ツ
、
ブ
ツ
ブ
ツ
。
斜
に
構
え
て
の
切
れ
味
。 

ゴ
イ
サ
ギ
の
沈
思
黙
考
五
月
闇 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
散
歩
の
時
に
良
く
見
か
け
ま
す
。
首
も
決
し
て
動
か
し
ま
せ
ん
。
た
い
が
い
一
羽 

で
す
か
ら
、
君
の
家
族
は
？
と
声
を
か
け
た
く
な
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
沈
思
黙
考
が
的
確
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
昔
の
人
も
こ
う
い
う
姿
を
沈
思
黙
考
と
云
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の
沈
思
黙
考
が
良
い
。
で
き
れ
ば
ゴ
イ
サ
ギ
は
漢
字
の
五
位
鷺
で
如
何
で 

 
 
 
 
 
 
 

し
ょ
う
か
。 

 

七
点
句 

緑
蔭
や
足
の
食
み
だ
す
ベ
ビ
ー
カ
ー 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
涼
し
い
風
に
寛
ぐ
赤
ち
ゃ
ん
の
ぷ
っ
く
り
と
し
た
足
が
可
愛
い
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
前
の
手
す
り
？
に
か
わ
い
い
あ
ん
よ
を
乗
せ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
を 

時
々
見
か
け
ま
す
。
緑
陰
に
よ
く
映
え
て
い
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
可
愛
い
景
色
で
す
ね
！
マ
マ
は
何
を
し
て
い
る
の
か
な
？
恥
ず
か
し
な
が
ら
、 

食
み
だ
す
が
こ
の
字
と
は
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

葉
桜
や
も
う
す
ぐ
出
来
る
さ
か
あ
が
り  

 
 
 

と
み
子       

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
逆
上
が
り
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
皆
よ
り
一
つ
抜
け
出
す
ワ
ン
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ 

の
技
の
よ
う
で
す
。
皆
こ
れ
を
目
指
し
て
頑
張
る
様
子
が
い
い
で
す
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
桜
の
こ
ろ
入
学
し
て
、
葉
桜
の
今
、
も
う
逆
上
が
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の 

か
な
？
え
ら
い
な
あ
。
・
・（
逆
上
が
り
出
来
ぬ
ま
ま
に
て
卒
業
す 

恵
洲
） 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
葉
桜
や
」
で
、
花
の
頃
か
ら
練
習
し
て
き
た
小
学
校
低
学
年
の
生
徒
が
目
に
浮
か 

び
ま
す
。
季
語
の
使
い
方
が
お
上
手
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
い
い
季
節
で
す
。
も
う
一
息
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

母
偲
び
妻
の
伽
羅
蕗
灘
二
合 

 
 
 
 
 
 
 
  

堂
哉 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
料
理
お
上
手
な
奥
方+

灘
二
合+

幸
せ
な
人
生
を
送
ら
れ
た
母
上
。
こ
の
組
み
合
わ 

せ
は
こ
の
世
の
至
福
の
一
つ
で
す
。 

          

盛
雄
さ
ん
・
・
奥
様
の
手
製
の
キ
ャ
ラ
ブ
キ
で
灘
の
銘
酒
を
飲
み
な
が
ら
母
を
偲
ぶ
。
孝
行
息
子
？ 

緑
濃
き
庭
の
巣
箱
に
卵
三
つ 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
人
の
営
み
は
一
年
中
。
比
べ
て
鳥
の
産
卵
は
時
期
を
選
ぶ
。
卵
三
つ
見
つ
け
た
喜 

び
が
伝
わ
る
。「
新
緑
や
庭
の
巣
箱
に
卵
（
ら
ん
）
三
つ
」
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
楽
し
み
が
ふ
え
ま
し
た
ね
。
商
社
に
勤
め
た
人
が
今
や
鳥
の
卵
を
め
で
る
心
境 

に
か
ら
れ
た
の
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
愛
鳥
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
い
い
で
す
な
。 

三
井
寺
の
鐘
の
音
の
せ
て
青
葉
風 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
耳
と
肌
に
心
地
好
い
波
が
寄
せ
て
来
ま
す 

 

六
点
句 

羅
や
真
砂
女
と
な
れ
ず
句
を
作
る 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・〈
羅
や
人
か
な
し
ま
す
恋
を
し
て
〉
鈴
木
真
砂
女
。
真
砂
女
を
目
指
す
俳
人
、
頑
張 

れ
！ 

千
恵
さ
ん
・
・
・
真
砂
女
さ
ん
の
生
き
方
も
な
か
な
か
激
し
か
っ
た
よ
う
で
・
・
・
。
恋
の
詩
の 
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一
つ
く
ら
い
詠
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。
ま
ぁ
、
無
理
で
す
け
ど
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
真
砂
女
の
「
羅
や
人
悲
し
ま
す
恋
を
し
て
」
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
す
ね
。
確
か
に
人 

悲
し
ま
す
恋
な
ど
し
な
い
で
、
俳
句
を
ひ
ね
っ
て
い
た
方
が
無
難
で
す
。 

 

五
点
句 

山
法
師
そ
ば
に
は
な
子
の
住
し
家 

 
 
 
 
 
 

忠
彦     

 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
象
舎
に
は
も
う
は
な
子
は
居
な
い
が
、
山
法
師
は
今
年
も
咲
い
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
万
里
子
先
生
の
愛
し
た
は
な
子
象
。
空
き
家
に
な
っ
て
久
し
い
。
動
物
園
の
一
番 

人
気
で
し
た
か
ら
。。
後
釜
が
待
た
れ
ま
す
。 

青
葦
に
隠
る
る
浮
巣
水
澄
め
る 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
今
回
の
吟
行
の
秀
句
。
ベ
テ
ラ
ン
の
作
品
と
思
い
ま
す
。 

 

紀
久
男
・
・
・
・
残
念
な
が
ら
、
青
葦
、
浮
巣
、
水
澄
む 

の
季
重
な
り
で
す
。 

ピ
ア
ノ
掛
け
白
き
に
替
へ
て
夏
は
じ
む 

 
 
  

と
み
子 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
”
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ 

ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
トNO2

で
も 

弾
く
か? 

白
ド
レ
ス
の 

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
が
脇
に
座
っ
て
く
れ
た
あ
の
暑
い
日
を
想
い
“ 

な
ど 

と
言
い
出
す
稀
有
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
句
か
な?~ 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し
白
妙
の
衣…

」
も
あ
る
ほ
ど
、
白
は
夏
の
象
徴
。 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
静
か
な
生
活
の
中
で
も
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
敏
感
に
愛
お
し
く
感
じ
て
お
ら
れ 

る
の
で
し
ょ
う
。 

青
葉
の
オ
ゾ
ン
肺
い
っ
ぱ
い
に
退
院
す 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 

 

  

と
み
子
さ
ん
・
・
退
院
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
お
気
持
ち
を
、
率
直
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
退
院
の
喜
び
が
弾
け
る
よ
う
で
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
青
葉
の
発
す
る
殺
菌
力
の
あ
る
オ
ゾ
ン
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
っ
て
元
気
に
退
院
す 

る
様
が
見
え
る
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
病
院
の
空
気
は
清
潔
で
す
が
肺
一
杯
吸
お
う
と
云
う
気
に
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
。 

肺
一
杯
が
い
い
で
す
ね
。 

関
取
に
眼
鏡
の
付
き
人
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

微
笑
ま
し
い
一
コ
マ
を
上
手
く
掬
い
と
っ
た
句
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
眼
鏡
の
付
き
人
は
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。「
風
薫
る
」
で
す
か
ら
場
所
入 

の
光
景
で
し
ょ
う
。
浴
衣
に
眼
鏡
の
付
き
人
で
、
正
装
の
関
取
が
颯
爽
と
見
え
ま 

す
。 

あ
め
ん
ぼ
の
水
輪
重
な
る
井
の
頭 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
脚
は
長
く
水
面
を
す
い
す
い
と
滑
走
す
る
水
馬
（
あ
め
ん
ぼ
）。
水
馬
の
進
ん
だ 

幾
筋
の
水
輪
が
光
り
輝
い
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
井
の
頭
公
園
池
の
橋
の
上
か
ら
見
た
あ
め
ん
ぼ
う
の
動
き
を
上
手
く
捉
え
て
い 

て
面
白
い
。 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
夏
の
た
ま
り
に
は
、
あ
め
ん
ぼ
を
よ
く
見
つ
け
る
。 

 
 

「
井
の
頭
あ
め
ん
ぼ
描
く
水
面
（
み
な
も
）
の
輪
」
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

四
点
句 

葉
桜
や
病
と
共
に
喜
寿
と
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
病
と
共
生
し
て
喜
寿
を
迎
え
た
こ
と
、
お
め
で
と
う
！ 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
・
馴
染
み
の
居
酒
屋
で
祝
杯
（
会
津
の
美
酒
）
を
挙
げ
た
い
で
す
ね
。 
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落
し
文
な
き
か
と
探
す
井
の
頭 

 
 
   

 
 

五
郎
太 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
季
語
を
使
っ
て
成
功
。
見
付
け
ら
れ
た
か
な
？ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
和
菓
子
屋
に
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね…

。 
猿
山
に
玩
具
つ
る
せ
る
五
月
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
恵
洲
さ
ん
・
・
・
吟
行
の
成
果
と
拝
察
。
目
の
付
け
所
が
面
白
い
。 

広
き
海
の
い
ず
こ
に
御
霊
卯
波
立
つ 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
知
床
半
島
で
の
海
難
事
故
。
卯
波
の
恐
ろ
し
さ
をKAZU1

の
運
航
者
は
知
ら
な 

か
っ
た
の
か
。 

走
り
梅
雨
島
影
烟
る
瀬
戸
の
島 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
梅
雨
の
前
兆
の
走
り
梅
雨
、
垂
れ
込
め
る
雨
雲
に
島
々
は
既
に
烟
っ
て
い
る
。 

木
漏
れ
日
に
ひ
っ
そ
り
寄
り
添
う
山
つ
つ
じ 

    

國
護 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
木
立
の
間
か
ら
日
差
し
が
漏
れ
、
そ
の
中
に
山
つ
つ
じ
が
咲
い
て
い
る
光
景
を

「
ひ
っ
そ
り
寄
り
添
う
」
と
詠
ん
で
い
る
の
が
良
い
。 

 
 
 
 

短
調
の
楽
の
音
沁
む
夜
百
合
香
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
夜
香
る
百
合
の
花
、
確
か
に
短
調
の
域
か
も
。 

 

三
点
句 

自
力
で
は
剥
け
ぬ
夏
柑
好
物
な
り 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
夏
蜜
柑
を
一
つ
、
山
頂
で
食
べ
な
が
ら
下
界
の
川
を
眺
め
て
い
た
小
学
生
の
頃
を 

思
い
出
し
ま
し
た
。
山
口
の
夏
蜜
柑
は
格
別
で
す
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
だ
ん
だ
ん
指
先
の
力
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
大
好
き
な
蜜
柑
の
皮
が
む
け
な
く
な 

り
ま
す
。
同
感
で
す
。 

草
笛
を
吹
い
て
希
望
を
膨
ら
ま
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
希
望
が
薄
れ
行
く
近
頃
、
現
実
は
そ
れ
だ
け
暗
い
の
で
す
。
「
何
と
か
希
望
を
」 

の
願
い
の
感
じ
が
あ
り
ま
す
。 

広
重
の
絵
の
ご
と
初
夏
の
須
磨
の
浦 

 
 
  

  

健
介 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
大
阪
勤
務
時
代
、
須
磨
の
浦
に
は
息
抜
き
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
古
来
、「
源
氏 

物
語
」
や
「
笈
の
小
文
」
の
舞
台
と
し
て
も
名
高
く
、
今
で
も
白
砂
青
松
の
景
勝 

地
で
す
。
広
重
の
絵
と
は
言
い
得
て
妙
。 

目
に
す
る
は
緑
の
み
な
り
井
の
頭 

 
 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

 
 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
散
文
的
だ
が
、
井
の
頭
公
園
の
特
色
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。 

「
井
の
頭
み
や
こ
の
音
を
か
き
消
す
緑
」
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

          

盛
雄
さ
ん
・
・
・
井
の
頭
公
園
吟
行
の
代
表
句
で
す
。 

め
ず
ら
し
や
北
の
漁
場
に
鰊
群
来
（
く
き
） 

た
だ
し
げ 

 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
か
つ
て
は
産
卵
の
た
め
に
北
海
道
西
海
岸
に
大
漁
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
た
鰊
。
鰊 

御
殿
を
生
む
盛
況
だ
っ
た
。
近
年
は
極
め
て
不
漁
と
聞
い
て
い
た
が
・
・
・
。 

健
介
さ
ん
・
・
・「
群
来
」
な
る
言
葉
は
初
め
て
学
び
ま
し
た
。
鰊
が
押
し
寄
せ
る
の
も
珍
し
い
ん  

              

で
し
ょ
う
ね
。 

 

朝
凪
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瀬
戸
の
海 

 
 
 

  

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
ま
さ
に
き
ら
き
ら
輝
く
瀬
戸
内
が
見
え
る
よ
う
で
す
。 

 

兄
弟
で
ピ
ア
ノ
連
弾
こ
ど
も
の
日 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
あ
ん
な
に
仲
良
く
連
弾
を
楽
し
ん
で
い
た
の
に
！
音
信
不
通
に
な
っ
た
気
の
毒
な 

兄
弟
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 
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石
山
の
遠
見
の
猿
や
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
岩
山
な
ら
中
国
辺
り
の
雄
大
な
景
色
に
な
る
と
こ
ろ
。 

 
 
 
 

薄
暑
光
昼
の
梟
刮
目
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
昼
の
梟
は
眼
を
閉
じ
て
い
ま
す
。
好
物
を
貰
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
、
或
い
は
何
か 

興
味
を
惹
く
い
き
も
の
か
果
物
？
人
間
？
知
り
た
い
で
す
ね
。
季
語
の
斡
旋
も
見 

事
な
ベ
テ
ラ
ン
の
小
気
味
よ
い
句
で
す
。 

 
 
 
 

  

五
月
来
る
誕
生
祝
い
は
足
ま
く
ら 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
嬉
し
い
お
祝
い
で
す
ね 

多
分
お
孫
さ
ん
か
ら?~ 

 

ク
レ
マ
チ
ス
濃
き
紫
に
魅
入
ら
れ
り 

 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
ク
レ
マ
チ
ス
」
は
紫
陽
花
と
同
じ
く
、
梅
雨
を
彩
る
花
。 

「
紫
の
濃
き
ク
レ
マ
チ
ス
梅
雨
空
に
」
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

   

万
緑
や
池
を
見
お
ろ
す
レ
ス
ト
ラ
ン 

 
 
 

け
い
子 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
吟
行
に
疲
れ
て
、
井
の
頭
池
を
見
下
ろ
せ
る
小
高
い
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
ラ
ン
チ
に 

寄
っ
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
井
の
頭
の
古
城
み
た
い
な
レ
ス
ト
ラ
ン
「
芙
蓉
亭
」
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
閉
店
し
て
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
跡
の
紅
茶
店 

「
ム
レ
ナ
ス
テ
ィ
ー
東
京
」
か
ら
の
眺
め
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

 

二
点
句 

夏
近
し
ボ
ー
ト
乗
り
場
に
人
の
列 

 
 
 

そ
ら
お 

   
 
 

 
 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
井
の
頭
公
園
の
ボ
ー
ト
は
大
人
の
夏
の
楽
し
み
で
も
あ
る
。「
井
の
頭
で
の
デ
ー
ト 

は
別
れ
る
」
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
っ
た
と
思
う
。
乗
り
た
い
人
の
悪
知
恵
か
。 

楠
公
も
平
和
祈
念
像
も
風
薫
る 

 
    

 

紀
久
男 

 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
長
崎
出
身
の
北
村
西
望
が
武
蔵
野
市
に
転
居
、
井
の
頭
公
園
に
自
身
の
ア
ト
リ
エ 

を
建
立
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
皇
居
に
も
長
崎
に
も
、
軍
国
の
世
も
平
和
な
時
代
も
爽
や
か
な
薫
風
が
吹
く
。 

吟
行
参
加
者
の
句
は
自
句
も
含
め
、
季
重
ね
の
も
の
が
多
か
っ
た
中
で
、
歴
史
や 

世
の
中
を
大
き
く
う
た
っ
た
こ
の
句
に
感
心
し
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
行
き
ま
し 

た
が
、
井
の
頭
動
物
園
の
奥
に
は
北
村
西
望
の
数
多
く
の
彫
刻
を
展
示
す
る
彫
刻 

館
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

右
近
ら
の
「
白
波
五
人
男
」 

     
   

活
き
の
い
い
若
手
颯
爽
初
夏
芝
居 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
若
手
の
生
き
生
き
と
し
た
演
技
が
清
々
し
い
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
棒
線
グ
ラ
フ
山
滴
る 

 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
理
系
の
棒
線
グ
ラ
フ
と
季
語
の
取
り
合
わ
せ
が
良
い
で
す
。 

軒
下
の
零
れ
さ
う
な
る
燕
の
子 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
燕
の
子
が
「
零
れ
そ
う
」
と
い
う
見
方
が
面
白
い
で
す
。 

ふ
く
ろ
ふ
と
眼
を
合
は
せ
て
茂
み
中 

 
 

五
郎
太 

 
 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
ド
キ
ッ
と
す
る
奇
異
な
体
験
談
！ 

緑
陰
に
風
の
抜
け
ゆ
く
吟
行
か
な 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
天
気
が
良
く
、
新
緑
の
木
陰
は
気
持
ち
が
よ
く
、
楽
し
い
吟
行
だ
っ
た
。 
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読
経
せ
ば
若
葉
に
憩
う
蝶
小
鳥 

 
 
 

   
   

雅
夫 

 
 

 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
仏
教
の
理
想
郷
、
浄
土
の
世
界
‼ 

 

紀
久
男
・
・
・
・
若
葉
と
蝶
小
鳥
で
季
重
な
り
で
す
。
焦
点
を
絞
っ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

鉄
道
の
ジ
オ
ラ
マ
囲
む
子
供
の
日 

 
 
  

   

昇 
   

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
大
宮
・
鉄
道
博
物
館
の
広
大
な
ジ
オ
ラ
マ
は
大
人
に
も
一
見
の
価
値
あ
り
。 

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
平
和
の
黄
色
か
な 

 
 
 

  

規
雄 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
の
青
と
黄
は
、
空
と
小
麦
、
あ
る
い
は
空
と
ひ
ま
わ
り
と
か
。 

１
９
７
０
年
製
作
イ
タ
リ
ア
映
画
『
ひ
ま
わ
り
』
が
描
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
軍
と
ソ
連
軍
の
激
し
い
戦
場
の
跡
、
広
い
ひ
ま
わ
り
畑
に
慰
霊
碑

が
立
っ
て
い
た
。
あ
の
頃
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
社
会
主
義
建
設
の
希
望
と
い
う
存
在

だ
っ
た
。 

万
緑
や
老
婆
三
人
の
高
笑
い 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
名
高
い
草
田
男
の
「
吾
子
の
歯
」
と
対
照
的
な
、
多
分
歯
の
大
分
抜
け
た
老
婆
と 

万
緑
が
面
白
い
。
マ
ク
ベ
ス
の
三
人
の
魔
女
を
思
わ
せ
て
、
不
気
味
な
と
こ
ろ
も
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
水
墨
画
の
寒
山
拾
得
を
思
わ
せ
る
味
あ
り
。 

※
紀
久
男
・
・
・
皆
さ
ま
が
選
句
さ
れ
る
中
で
、
西
東
三
鬼
に
「
万
緑
に
三
人
の
老
婆
笑
へ
り
き
」 

が
あ
る
の
で
採
る
の
を
見
合
わ
せ
た
と
の
ご
指
摘
を
二
、
三
頂
い
た
の
で
、
類
句 

と
判
断
し
ま
し
た
。 

野
仏
の
美
し
き
顔
青
葉
闇       

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
道
端
に
建
て
ら
れ
た
お
地
蔵
さ
ま
や
道
祖
神
、
柔
和
な
お
顔
で
、
青
葉
・
若
葉 

の
季
節
で
心
も
や
す
ら
ぐ
。 

 

一
点 

 

〆
迫
る
麦
酒
お
に
ぎ
り
ほ
う
ば
り
て 

 
  

 

紀
久
男 

 
 
   

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
井
の
頭
吟
行
で
昨
年
見
つ
け
た
ベ
ト
ナ
ム
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
と
こ 

ろ
、
予
約
で
い
っ
ぱ
い
。
し
か
も
そ
の
前
に
あ
る
そ
ば
屋
は
休
み
。
已
む
無
く 

國
護
さ
ん
と
コ
ン
ビ
ニ
お
握
り
を
購
入
。
歩
き
疲
れ
て
す
ぐ
句
の
席
へ
。
余
裕 

な
く
、
そ
の
場
で
作
句
す
る
な
ど
し
て
最
低
の
出
来
で
し
た
。 

鳰
（
か
い
つ
ぶ
り
）
素
も
ぐ
り
楽
し
む
初
夏
の
池 

 

た
だ
し
げ  

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ま
だ
子
供
の
か
い
つ
ぶ
り
が
あ
ち
こ
ち
で
餌
を
取
る
た
め
水
中
に
潜
る
仕
草
が
と 

て
も
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
情
景
を
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
残
念
な
が
ら
、
鳰
、
初
夏 

の
季
重
な
り
で
す
。 

 
 
 
 

夏
の
隠
沼
浮
き
上
が
り
こ
ぬ
か
い
つ
ぶ
り 

  

び
ん 

                  

盛
雄
さ
ん
・
・
・
小
魚
が
捕
食
出
来
な
い
時
は
潜
水
が
長
く
な
る
。
ま
さ
に
水
中
に
消
え
た
ご
と
し
。 

 
 
 
 
 

※
紀
久
男
・
・
・
・
残
念
な
が
ら
、
夏
、
か
い
つ
ぶ
り 

の
季
重
な
り
で
す
。 

 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

次
回
青
葉
会
予
定 

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
（
木
） 

会
場
：
竹
橋
毎
日
新
聞
社
ビ
ル 

赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
二
時
～
十
五
時 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
六
月
二
十
一
日
（
火
）
中
。 

参
加
の
ご
意
向
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
（
赤
坂
飯
店
に
人
数
を
伝
え
る
要
あ
り
）。
ご
参
加
の
ご
意 

向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願 

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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い
致
し
ま
す
。
因
み
に
昨
今
の
郵
便
は
三
日
か
か
り
ま
す
（
土
日
の
配
達
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
！
） 

 

 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

五
月
晴
れ
の
井
の
頭
公
園
吟
行
。
同
地
初
め
て
の
び
ん
さ
ん
ら9

名
が
吉
祥
寺
駅
の
公
園
口
に10

時
半
集

合
し
出
発
。
名
古
屋
の
け
い
子
さ
ん
、
孤
舟
選
者
は
遅
れ
て
合
流
。
掻
い
堀
で
外
来
魚
減
り
葦
や
姫
蒲
が

茂
り
小
魚
が
殖
え
鳰
（
か
い
つ
ぶ
り
）
が
繁
殖
。
こ
の
日
は
鳰
の
仔
の
水
中
に
潜
っ
て
捕
食
す
る
仕
草
可

愛
く
一
番
人
気
で
し
た
。
一
方
季
語
の
分
類
で
云
え
ば
、
鳰
は
冬
、
鳰
（
に
お
）
の
浮
巣
は
夏
、
鳰
の
仔

は
軽
鴨
（
カ
ル
）
の
仔
に
準
じ
て
夏
と
し
て
許
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

坂
を
上
っ
て
有
料
の
動
物
園
に
入
り
個
別
行
動
。
コ
ロ
ナ
禍
の
故
か
遠
足
の
小
学
生
は
少
な
く
、
一
般
客

も
少
な
目
で
し
た
。
山
雀
、
四
十
雀
、
目
白
な
ど
の
夏
の
小
鳥
舎
が
空
っ
ぽ
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

句
会
は13

時
半
～16

時30

分
、
会
場
手
配
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
亜
也
さ
ん
始
め12

名
出
席
。
星
田

さ
ん
の
「
真
澄
」（
諏
訪
）、
千
恵
さ
ん
の
「
蓬
莱
」（
飛
騨
）
、
忠
彦
さ
ん
の
会
津
の
酒
、
小
生
の
「
浪
江

の
酒
」（Land Mark

）(

福
島
原
発
の
米
を
山
形
は
長
井
の
酒
造<

龍
平
さ
ん
の
高
校
同
期
が
蔵
元>

が
醸

造
、
復
興
の
目
玉
商
品
）、
國
護
さ
ん
の
缶
ビ
ー
ル
、
た
だ
し
げ
さ
ん
の
「
さ
ぬ
き
揚
げ
」、
け
い
子
さ
ん

の
人
形
焼
き
（
サ
ザ
エ
さ
ん
）
等
を
飲
み
食
い
し
な
が
ら
、
五
郎
太
さ
ん
の
的
確
な
進
行
で
、
ご
覧
の
通

り
、
孤
舟
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
、
正
明
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。 

種
々
話
題
は
、
恵
洲
さ
ん
の
手
術
成
功
、
龍
平
さ
ん
の
ご
次
男
ら
の
酒
造
り
が
地
元
加
西
市
か
ら
表
彰

さ
れ
た
こ
と
等
々
。
句
会
終
了
後
帰
り
道
途
中
の
焼
き
鳥
い
せ
や
に
行
っ
て
み
た
の
で
す
が
大
人
数
の
為

入
れ
ず
二
人
の
み
。 

ま
た
今
回
か
ら
、
先
ず
は
と
選
句
の
み
に
て
参
加
下
さ
っ
た
新
人
高
橋
清
子
さ
ん
が
初
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
清
子
さ
ん
は
昭
和43

年
入
社
、
び
ん
さ
ん
が
産
業
電
子
輸
出
課
長
と
し
て
海
外
か
ら
赴
任
さ
れ
た
と

き
の
部
下
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
句
会
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

国
境
を
越
ゆ
れ
ば
難
民
春
の
雪 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 

春
の
宵
門
灯
ひ
と
り
で
灯
る
こ
ろ 

 
 
 
 

    

陽
亮 

芽
吹
く
地
へ
空
へ
何
故
爆
弾
ぞ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

春
の
夜
一
人
居
な
れ
ば
ザ
ッ
ピ
ン
グ 

 
 
 

 
 
 

仝 

教
会
の
墓
地
へ
分
骨
ス
イ
ー
ト
ピ
ー 

 
 

 
 

仝 
 
 

青
き
踏
む
一
歩
一
歩
を
心
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

た
ん
ぽ
ぽ
や
始
末
も
上
手
に
年
金
者 

 
 

 
 

仝 
 
 

主
夫
五
年
鰆
を
捌
く
こ
と
な
ど
も 

 
 

 
 
 

 
 

仝 

い
き
の
を
の
三
羽
の
棹
や
鳥
帰
る 

 
 

 
 

弘
子 

 
 

生
き
過
ぎ
を
自
嘲
（
わ
ろ
）
う
て
目
刺
焦
が
し
け
り 

仝 

ち
よ
ち
よ
と
呼
ぶ
声
母
あ
る
雀
の
子 

 
 
 
 

仝 
 
 

 
 

吉
右
衛
門
の
至
芸
を
偲
ぶ 

 
 

 
 

 

草
の
色
石
の
色
し
て
蛙
出
づ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

冴
返
る
流
人
俊
寛
惻
々
と 

 
 
 
 

 
 
 

 

紀
久
男 

船
波
の
ま
に
ま
に
揺
る
る
春
の
鴨 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

 

盛
綱
陣
屋 

球
根
の
据
わ
り
良
き
瓶
ヒ
ヤ
シ
ン
ス 

 
 
 
 

仝 
 
 

梅
匂
ふ
芸
に
深
み
の
菊
之
助 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

團
十
郎
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

生
真
面
目
な
團
十
郎
偲
び
豆
を
撒
く 

 
 
 
 

 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
六
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

い
つ
し
か
に
似
た
も
の
夫
婦
古
茶
新
茶 

 
 

盛
雄 

 
 
 

風
薫
る
背
筋
と
歩
数
伸
び
に
け
り 

 
 
 
 
 

健
介 

病
抜
け
日
々
好
日
や
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

昭
和
の
日
耐
へ
難
き
を
耐
へ
よ
く
ぞ
来
し 

 
 
 

仝 

子
ら
と
酌
む
米
寿
の
祝
ひ
豆
の
飯 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

妻
の
手
の
向
日
葵
の
種
を
と
る
小
鳥 

 
 
 

紀
久
男 
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万
緑
や
吾
子
の
ジ
ー
パ
ン
穴
広
し 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

新
茶
未
だ
宇
治
静
岡
の
知
人
病
む 

 
 
 
 

紀
久
男 

村
は
市
に
細
る
田
道
や
昭
和
の
日 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

掛
川
の
新
茶
振
舞
ふ
大
広
間 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
掛
川
城
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
五
月 

 

竹
林
の
日
の
射
す
あ
た
り
熊
谷
草 

 
 
 
 

允
章 

 
 

金
蘭
の
お
ち
ょ
ぼ
口
ほ
ど
開
き
け
り 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

 

大
輪
の
芍
薬
伏
し
ぬ
雨
の
中 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

 

 
   

竹
針
で
か
け
し
レ
コ
ー
ド
昭
和
の
日 

    
                        

か
は
せ
み
の
小
頸
傾
げ
て
視
る
水
面 

 
 

右
書
き
の
老
舗
の
屋
号
武
者
人
形 

 
 
 

                        

笹
粽
旧
り
し
長
子
の
柱
疵 

 
 

天
に
星
地
に
絢
爛
の
花
吹
雪 

 

四
、「
青
葉
会
合
同
句
集
」 

創
刊
号
（
青
葉
会5

0

回
記
念
・
平
成
二
年1

1

月
発
行
）
よ
り
創
立
発
起
人
お
二
人
（
絹
漱 

先
生
と
黒
川
章
彦
さ
ん
）
の
作
品
よ
り
川
合
絹
漱
先
生
の
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

新
婚
の
鍵
差
す
白
き
扉
（
と
）
青
葉
風 

 
 
 
 
 
 

 

風
鈴
の
競
ひ
音
や
が
て
共
鳴
へ 

 
 

火
の
上
に
秋
刀
魚
の
銀
が
崩
（
い
）
え
落
ち
る 

 
 

 
 

果
つ
る
べ
き
翳
り
も
湛
へ
柿
熟
る
る 

 
 

大
寒
や
動
か
ぬ
雲
の
い
つ
か
厚
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

祖
父
と
女
孫
の
枯
野
の
餉
に
て
薄
日
照
る 

 
 

一
波
ご
と
海
は
自
浄
や
浜
た
ん
ぽ
ぽ 

 
 
 
 
 
 
 
 

蜆
蝶
の
一
花
へ
の
愛
永
き
か
な 

 
 

泣
き
な
が
ら
登
校
の
童
女
梅
雨
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

梅
雨
鴉
羽
が
重
し
と
屋
根
に
歩
す 

 
 

磔
が
遺
す
血
は
黒
秋
の
蟻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身
展
べ
む
と
小
さ
き
怯
れ
や
嫩
葉
ど
ち 

 
 

盲
ひ
し
が
西
日
見
上
げ
て
雨
戸
閉
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

カ
ー
ブ
に
皺
む
連
結
幌
や
旅
五
月 

 
 

宙
の
蜘
蛛
小
腋
ば
さ
み
に
露
を
抱
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

菊
畑
を
掘
る
猫
の
肘
女
性
め
く 

 
 

盲
導
犬
の
歩
度
は
自
若
や
街
師
走 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
牛
の
濡
れ
つ
や
の
背
に
冬
鴉 

 
 

音
た
て
ぬ
無
数
の
蹶
起
薔
薇
蕾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
と
道
は
添
ふ
が
よ
ろ
こ
び
彼
岸
花 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

令
和
四
年
六
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


